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ⅴ 12)に書籍を追加
工藤佳久，『もっとよくわかる！ 脳神経科学 やっぱり脳
はスゴイのだ！』，羊土社（2013)

26 左段　上から6，7行目

42 図2-39  7行目 活動電位が脱分極する 活動電位の脱分極相が形成される
48 図2-43 上左 脊髄動物C線維 脊椎動物C線維
48 図2-43 上右 無脊髄動物巨大軸索 無脊椎動物巨大軸索
67 左段　下から6行目 開口 開孔

105 左段　上から1行目 対応が難しい． 対応づけが難しい．
117 右段　上から6行目 Connor Conner
153 右段　上から15行目 電気緊張的長さが長いほど 長さ定数が大きく電気緊張的長さが短いほど
210 図8-3　1行目 容積導体中 体積導体中
212 左段　下から6行目 尖端樹状突起の中ごろ(b)，尖端樹状突起の先端 尖頭樹状突起の中ごろ(b)，尖頭樹状突起の先端
214 左段　上から8行目 Nicholson(1973)によって Pitts (1952)によって
214 右段　上から13行目 CSD解析の基本式である． CSD解析の基本式である（第9章参照のこと）．
218 左段　上から18行目 (Nicholson and Llinas, 1971； 　(Pitts, 1952；Nicholson and Llinas, 1971；
228 左段　下から1行目 られており，1GHzよりも られており（図9-3），1GHzよりも
228 右段　下から8行目 る．低周波における， る（図9-4）．低周波における，
233 右段　上から1行目 1Hz 10Hz

                                                   　　 （F6.19)                                                    　　　　 （F6.19)

ここで両端の電位差を－ΔV *とした．さらにコンダクタン
スG， 抵抗R ，電気容量C をそれぞれG =Sσ /d ，
R =1/G ，C =Sε /d とすると以下のようになる．

ここで両端の電位差を－ΔV *とした．複素アドミッタ
ンスY および複素インピーダンスZ を次式で定義し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （F6.20)

複素アドミッタンスY および複素インピーダンスZ を次式で
定義し，
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『ニューロンの生物物理 第2版』
お詫びと訂正

本書の記述に間違いがございました。
謹んでお詫び申し上げますとともに、ここに訂正申し上げます。

236 右段　式（F6.19）以降
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